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　　合を考慮すれば，，そのいづれの場合に輸坑内南西端の

　　最深部を中心とする探鉱による鉱体の形と規模とを明か

　　’にする必要がある。1　　甲，　　　’　・、　！

　　　　　　　　　3．鑛　石

　　　イ）白珪石純白色牛透明質で殆んど汚れが見られ’

　　ない優良のものである。長石に近ずけば友色を呈する

　　が，F現在このような部分ほ全体の10’》20％程度である。

　　　概ね光学30％特選50％程度に選別し碍るものと見込

　　まれる。

　　・！戸）長石淡友色のカリ長石を主とし，所々に白色

　　ツーダ長石を混えている。割目に滑い白雲母の薄暦を俘

　　うが，これほ一→般に長石鉱石には常に俘うものであつ

　　て，特に欠点とは云えないQ水洗手選鉱を充分に行えば，

　　締0％鱒澤して醐レ得る・

　　　　　　　　，4・鑛　量
　　　イ）第1坑，・

　　　　1。、珪石・・一約1×1鰍…・（予想）　　　　ガ

　　　　20長石…・珪石の周辺に存在が予想されるが鉱量，
、

　　　算定に…至らない。

　　　宣）第2坑　，

　』，鉱量算定の基礎がないσ

　　　ハ）第3坑

　　　〔註〕　中央部黒雲母幣を鉱体内の母岩の名残と考え，

　，　　　・更にあついレンズ歌鉱体を予想すれば，鉱量は更

　　　　に増’加するo

　　10珪石…・約2×103t

　　2φ長石・…珪石の周辺部に数百屯予想し得るd

　　　　　　5．現況其の｛也
　　　　　　　ノ　約15年前に開発され，昭和23年より口太山鉱業所

（田村忠義，中央区百本橋通3め7〉の経営となり，新た

に木権道L6km軽索200血を距設じ，再開準備中で為
る。

亀労務者約20名，特に見る可き設備はない。

、調査当時の生産原贋としては，木醗（300円！t）及びカ’

マス代（150円！t）が犬きな割含を占めているが』省営ト

ラックを安儂に使用出来るゐで，償却輩を除けば採算は

取わ得る。

　　　　　　　61結　 言、

　本鉱床は縣内ペグマタイト鉱床の中でも特に珪石の晶

位優良であり，長石も贔位の点で他に劣らない臭質のも・

Fのである。開発状況は若く，且？鉱量も比較的まとまつ

たものと云え，、今後め探鉱開溌が期待される。　　　　。

　欠点≧し宅は蓮搬が極めて不便で特に木構1ジ600mに

依らねばならぬのは大きな欠点である。現在の膀では珪

石70t／月，長石20’》30tノ月程度が限度と見られる。

　今後の方針としては第1坑の露天掘を速かに養手する

事，及び第3坑の深部を中心としての探鉱及び東南側の　　・

長石帯の掘進を第一とすべきである6、

現在の所永洗選鉱場の設備がないが，軽索下に之を設

備する事が望ましい。『
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　　　　　　1．緒　言
　“肘折カオリン”は昭和12年末頃がら陶磁認原料用r

の原土として開発され，昭和18年頃東京碍子工場にも

出荷したと云われている鴻未だ本確的な開発稼行は行・

われて～・ないる，戦後再び本カオリ ンが注目されるに至
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、

　り，」筆者は窯業原料協議会の事業の一部として昭和23

年期2・跡ら3嘲鉱床曜叡從つた・調査嚇
　果，本鉱床が暦状の浅熱水成交代鉱床黍明磐石を多量に

　俘5特殊なカオリン鉱床であること，及び鉱石の鉱物組

　成と原土に対する碧干の利用試瞼結果に依つて・山元の

　　　　　　　　ノ　開発にはなお詳細な謂査を必要とし，、鉢石の選別乃至尽

　利用試験を充分楡討すうことが先決間題であることが判

ヒ明したQこ’瓦にそれ等に就いての概略を報告するo

　原土の熱試駿測完の資料を與えられた東京工大の河島

．教授及び山元で調査期聞中便宜を計られた肘折鉱業所の

　各位に，こNに醇せて謝意を表記するo』　．

　　　　　　2．位置交通及び地形

　鉱床は山形縣最上郡大藏村字南山字金山地丙』銅山川

　（烏川）の上流で朝日台の一部を占め，肘折温泉の西方約

1kmに位するも　』　　　　　　　　　　“　．

　山元に至るにば，，奥羽本線新圧駅一肘折濃泉間（約

29km）にバスの便があり，之より山元まで徒歩約⑳分

硬する。鉱輩蛎からトカク翻建筋る力啓期
，聞は積雪の爲，交通は杜絶し，馬権で連絡される。

　当・地区は肚年期の地貌を呈する比較的急峻な山地（標

　　　　燭高600～80Gm）に囲まれた盆歌地をなし，弛区内は朝日

台・上ノ湯台。深沢野等ゐ極めて亭坦な地形を呈し，銅山

珊及びその支流が深い侵蝕谷を作つている0

　　　　　　　3。地質鑛床
　鉱床附近の低地帯は主に第三紀暦から成わ，下部は緑　‘

色凝友岩・次色頁岩・砂質頁岩，パ上部は凝荻岩・凝友質砂

岩・粗粒砂岩の、3層であつて，角礫凝友岩ど浮石質の薄

、、厨を爽勧るρ地層は→投にN50－79Ψの走向で・0～

200NE叉はSWに緩慢な溜曲を示して東方に傾斜して

、いる。上ノ湯台・深沢野堕近ぽ集塊岩・・石英安山岩及び泥・

』流が第三紀暦を被覆し，肘折温泉以東地区に発達してい

るo

　鉱山附近では温泉（アルカリ塩類泉，50解700C）の湧出・

は略々南北線上に，鉢泉（炭酸泉・、硫酸泉）庶北東東一

南西西の同一線上に配列し，之等の方向性に関して構造

線が推定される（第一図参照）Q

　鉱床は凝荻岩・凝友質砂岩・角礫凝荻岩等を交代した極

めて浅い熱水成の粘‡鉱床で，明肇石と硫化鉄を俘い，

醐崖溶液によつて生成さ：れたもρと考えられ為。粘土化　・

作用を蒙った地区は広範囲1こ亘り，。イラワジ沢に澹つて’

その両側に東酉・・0～・5・m・延長紳5・m鵠る♂．

．、の中稼行の対象になつた粘土化作用の進捗した処ぽ・苦

水川に鮒嗣ラワジ沢醐9平坦地であつて浦北約
150m，真西30～5Qmの地区である。該般に鉱床は暦

状を呈し，母岩とは漸移して居り，明確な境界を示さな

、㌔ボーリングg結果（第3図参照〉深さ15・鴫Omで原

　　翻集魅礁安山翫蹴臼鵜己轍醗継聾團湿。区燃鵬
　　縄土禰犯・翠剛顧髪麟敬鵬礪気テ臓気がλ卜非齪地購趣

　　　　第1図　肘折カオリン鉱床地質図、

岩の轟友質砕岩叉ほ褐鉄鉱層に接し，微細な硫化銃客が

．鉱染して淡青色を呈する部分が不規則に俘才れ1純白粘㊤

土の厚さは．3’一8mに過ぎない。明馨石は』鉱床の凡ゆる

部分に分散成生し・その分布撒獣態は極めて不規則であ

つて，硫化鉄の鉱染と共ド，品位に低下を来たしている。ト

’原地に於て明馨石を申眼で識別し難い爲に，各斯から　、

得た試料に就いてSO3値から理想明馨石艸の重量百分～P
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第3図　肘折カオリン鉱床の柱猷図
　　1ボーリングによる）　　　　　　。
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　　　霧麟繹馨》㌘1
』
～
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・易拶拶燐齢監』繍iy

、難絶雄㌧診掛，

　推定断面図
A　　　薮　一a重滋R5　B

・②～v〃繊芯二）〆㌧》ン境刊疹謬犠シ沢

第2図　肘折カオリン鉱床地質図

摩を計算すれば（第2図参照）

であつて，明馨石は鉱床の西縁部で地表から浅い暦準に

比較的多量に含まれていることが推定されるが，出鉱に

際してはなお充分な調査によつて，性状を明らかにする

必要がある。〈第2図参照）ず・

　’　　　　　4．鑛　石r

　　　　　　　　　　　　第一　　　1

　　’　　9

顎えられ効燃羅醗（鄭鴎及び指示葦熱分欄
定（第5図）に依つても明瞭に示さ塾ているQ　　　、

　共立窯業株式会批報告＊＊によれば，SK13番還元焔焼。

歳め結果は試斜の多くが，黄淡紫・淡褐色等の着色部が

’白色地中に斑をなすと云われてy・るが日陶建材株式会杜，

に於て良質粘土の永簸物をタイ、ル素地に試作し，，低温焼

　　　　表

　原土ほ白色・淡友色・黄荻色・淡隅色

等を…呈し，微粉1伏でキメの細かなもの，

石英混りで粗感あるもの，小礫，浮石
　　　　　　　　ノ
を含む角礫状の原土等があるる原土中

に含まれる明馨石は肉眼で認め難く，

良質の凍土に於ても5％程度を有し，、

・特に多量に含む原土は稼行性が乏し

い◎原土のz卜均実牧率は約3G％であ。

　り，残査は右英栓体の⑳～50％）・小　．

礫・硫化鉄・黒色不透明鉱物等ぞある。．

顯微鏡下でほ0．001戸》0ボ005mm大の・

不定形カオリンを主成分とし，長さ
o．03’）o．051hm程度の明磐石（Ne＝

，1．593，No＝1．581）蛋白石＊（n『L450）

硫化鉄・石英・未変質の長石片・金紅石・・

黒色不濯明鉱物等が認めらき，、その含

有量の比は嚇て稠であるが・明磐

石は概ね集合体をなし，蛋白石は良質

粘土中に稽々多く俘われる傾向があ

1るo　　　　　　O
　鉱床の数ヵ所から採取した原士の化

’学成分を列挙すれば家の通りであるo’，

　分析値と鉱物組成とを比較すると，

本原土は鉄分の少い点は1“カオリゾ’

原料として好適ではあるが・ア～レカリ

　は主として明磐石に（一部は長石），灼

』
熱

減量はカオリン・明磐石lq蛋白石に・

・チタンは傘紅石に夫嫡辛す魏勉

解釈され，東京工業大学河島教授から

（1） 淡’黄色原土
　⑫
（2）純白原土
（3〉藻福色原王

（4）次色原土
（5）淡紅色原土
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　　　（1）～（4）東京工業試験所第一蔀第」課分析　　（5γ共立窯業原料株式会赴研究室分析　、。

＊東京工業試鍮所の熱膨張測定によつて蛋白石を含む　　　　＊＊蜂須賀栄治：「肘折カオリン」に就いて・共立窯業

　こゆ確められた。　　　　　　　　株式会澁報告・19蝸　　　、一，

　　　　　　　　　　　　　　　　1£8・
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　　　　　　　　　　昌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・「づ戸

　　　　　　　　　　　　　　　　　成（SKl4－8）で，，20～30％利用した試験結果は一懸の好
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　結果を得たQ而して本原土の利用に就いては焼威中に明

　　　　　　　　　　　　　　　　　斯の分解による恥ガスが発散する欝1熱也に種々

　　　　　　　　　　　　　　　　　の欠降が生ずることを予あ充分考慮せねぽ餐らない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．鑛露量　　，　，1，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉱石の簡軍な利用試駿結果と原土の性歌から，本鉱床

　　　　　　　　　　　　　　　　　は現状ではさして豫行慣値に富むものとほ考えられない

　　　　　　　　　　　　　　　　　が，’一感の鉱床量の算定を試みると，稼行対象地域に於

　　　　　　　　　　　　　　　　　て，平均厚さ5mと推定し，撃重を2ρとす紅ば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　推是鉱床量　75，000t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　この中SO3が5％以下の臭質鉱は約30％と推定し・．
　　　　　　　　　　　　　　　　　て，約22，000tが利用し得る原土である。露天掘りにi

　　　　　　　　　　　　　　　　　依る可採量は約80％，水簸による手均回牧率は約30％

　　　　　　　　　　　　　　　　　と見込まれる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．、現　　況『
　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉱『山　名：　日陶建材肘折鉱業勝’

10。　～O。　30。　4。。　50。　60。　7。0　8DD　9。。　　　採掘権：日陶建材株式会祉
　　　　“説　　　　（甑窟工梨大学河島研究室測魁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　土地所有権3村井市太鄭
第4因肘折カオリ珈轍量蜥図　，昭綱年7臓在では，蛎剛鉱準備幅蛎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　温泉部落聞にトラック道路準　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・改修されシ鉱石ぽ新庄駅まで、一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一日に二往復するo．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　採掘は表土が薄く鉱床が軟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かい爲，シヨベル作業で露天
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　掘りが容易である。現在試掘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　程度で手選により一汚色部や硫’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化鉄わ鉱染部を除去し夙結め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にする。貯鉱設備は150t容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量の貯鉱場2棟，從業員は地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元農夫数人が就労する。日陶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建材タイル工場，そり他に，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月15～20t出荷する0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．結語
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本鉱床は第三紀凝友岩・凝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荻質砂岩中に発達する浅熱水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　威の交代鉱床で，略々暦状を　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呈し広範囲に亘つて粘土化作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用を受けカオリソ，明磐石及

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び硫化鉄が密接に俘われて野

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　故に普通使用されている・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“カオリソ”の鉱床と願異

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　り乳自色粘土化した地区は広

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大であるが1不純鉱物特に明：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　，　　　．　馨石は粘土馴ヒ鉱染瓶に何れ
　　　　　第5圓肘折カオリソ熱分折曲線図
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　の部分にも多少含まれる、し，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　々　　　　　　　　　　　　　　　　29・



ノ

あ

硫｛腰蛋師等と斯そ嘆別磁力：充頒讃れな・
，ければならない。

　本鉱山は蓮搬鋒路が稽々長く・6冬期問の出鱗ま休止さ

　　　　『6

れる等の立地條件1こ恵れず，現1伏に於宅ほ利用贋値に乏

しい然原土の活用に関する研究の成果如何では，山元り

開発が再考慮されようo　　　　　　　・　　　　，
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　　　　　∵新潟縣三光P石調査
岩　生　周　一

　　　　　R6sum6『
ARe．P魔tontLe毒‘S蹟ko－ishi”

　　deposit　fr6m　Niigata

　　　　Prefecture
　　　　　　・By
　　　　Sh荘ichi、lw駄o

称をられ，数年来採掘され，卜鉱物組成に関する研究，利

用試鹸等が行われて来たに拘らず，その性歌，産朕，鉱

鱗峨いては髄迄殆んど不詳であつ渇
　・そこで主と，してその産歌と鉱量とに重点を置き調査を

行つた。期聞は昭和23年11月24日から約1週聞であ　・

るo

　なお1此の調査は学研窯業原料協議会との共同事業の

一部として行辱叉現地でほ新潟縣経済部資源課とも共　P

桐調査の形をとつた卿ち調査に際して順源課稗
館が同行して附近の地質の概査友び一ンドオ」ガ〔に

1よる鉱体の輪廓の確認を行つ驚o叉鉱石の室内各試験に’

就いては東京工業大学河嶋千尋教授及び日本碍子岩尾舜

三民を煉わしたことが多い。記して絃に謝意を表する5，

　　　　　　　2．位置交逼
　鉱山現場は新潟縣北蒲原郡川東村三光にあり，羽越本

線新発田町の東方約8k【nにあり，これ14至る道順ほ象

の通りであり，鉱右搬出はトラヅク（1日4往後）に依？　「

ている◎

細磐肇石喜狭㌧聾現暢

　冬期聞（1～4月）は積雪量多く搬出は権による他ない。

　現場附近の地形は比較的緩かで，西端の鉱床は殆んど

＼

道路に接して露出し，目下稼行の中心となつている。（西

部鉱体）　　　　・、．’

　　　　　　、3。　’蘇ぞテ凄犬全兄

現採掘権者は第一陶業株式会泣（岐阜縣恵那郡大井町

⑳3）であつて・現場附近に事務駈をおき稼行しているq

因に』此の鉱石は萌治初年から1疵に植木鉢等卑製逡に利・ノ

　　　　第1図　三光石位置交通図

用され，再来越後長石と称して，大宝焼，三光焼等の原・

料とされ幾多の業者を経たが，昭和23年旬月現権者の1

手に渡妨三光陶石と改称，タイル，其他の陶器原料（衛』

生陶器，食器の素地及び精藥）・として東洋陶器・其他名

古屋方面に出荷していた。調査当時の月産約250t，山元

，では需要の見通しがつけば月蔑昼00～600tに生窪を塘

加する計画を持つていた。、從来の出荷総額は不詳である

・が恐らく3，000tを超えていないであろうo，

　　　　　　　4・採　掘
　採掘丁場は西部鉱体の東南端の鉱体が東南方に向つて

尖滅する部分に設けられ，一種の残柱式抜掘リボ行われ

　ている。採掘鉱石は現場で簡輩な手選により，3級以上

　の鉱石を廃石とに分ち，丁場下のトラック積込場に貯鉱

　される。』

　現切弱に・於け1る捨石と鉱石との割含嫡略々相牛ばして・

　いるq　　　　　　　　　い
　鉱右は比較的軟いが，1粉は全体の10％程度，概ね径

20cm＾450m程度の塊として1搬出されるo

　労務者∵・一一雑夫共器名
　調査当時手掘りであつたが，無年度塊後ぽディPゼル

30一




